
共
産
党
・
民
進
党
・
社
民
党
・

緑
の
党
、
そ
し
て
様
々
な
市
民
団

体
・
個
人
が
参
加
す
る
「
安
保
法

制(

戦
争
法)

廃
止
！
・
９
条
守
れ
！

宇
都
宮
市
民
の
会
」
に
よ
る
宣

伝
行
動
が
、
同
法
制
が
成
立
し
た

９
月
１
９
日
に
ち
な
ん
で
、
今
月

も
１
９
日
東
武
北
口
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
議
員
や
市
民

約
４
０
人
。
会
の
代
表
の
石
田
弘

太
郎
弁
護
士
は
、
マ
イ
ク
を
握
り

「
い
よ
い
よ
市
民
の
会
が
結
成
総

会
を
迎
え
ま
す
。
党
派
を
超
え
た

こ
の
よ
う
な
会
を
大
き
く
盛
り
上

げ
て
選
挙
に
行
き
ま
し
ょ
う
」
と

力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
多
く
の
女
性
が
つ

ぎ
つ
ぎ
と
マ
イ
ク
を
握
り
、
「
平

和
を
守
れ
」
の
思
い
を
訴
え
ま
し

た
。
リ
レ
ー
ト
ー
ク
に
は
１
０
名

を
超
え
る
市
民
や
議
員
も
参
加
。

福
田
く
み
子
議
員
は
、
マ
マ
の

会
の
活
動
に
触
れ
「
安
倍
政
権
は

女
性
の
活
躍
を
い
い
な
が
ら
も
待

機
児
対
策
は
安
上
が
り
の
保
育
の

規
制
緩
和
。
福
祉
の
充
実
と
戦
争

は
絶
対
両
立
し
な
い
。
歴
史
的
な

こ
の
協
力
共
同
で
必
ず
政
治
を
変

え
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

市議員団ホームページ 「日本共産党宇都宮市議員団」

―発行―
日本共産党

宇都宮市委員会

弥生1丁目7-11

旭コーポ1階

℡634-8722
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熊
本
地
震
救
援
募
金

宇
都
宮
駅
頭
で
訴
え

野
村
せ
つ
子
県
議
と

市
議
員
団

１
９
日
火
曜
日
早
朝
、
定
例
の
駅

頭
宣
伝
に
立
っ
た
荒
川
つ
ね
お
・
福

田
く
み
子
両
市
議
は
、
野
村
せ
つ
子

県
議
と
と
も
に
熊
本
地
震
の
救
援
募

金
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
朝
の
せ
わ

し
い
出
勤
時
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
が
次
々
に
募
金

に
応
じ
て
く
れ
ま
し
た
。

救
援
募
金
受
け
付
け
て
い
ま
す

日
本
共
産
党
は
、
熊
本
地
震
の
被

災
者
救
援
の
た
め
の
募
金
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
お
預
か
り
し
た
募
金

は
、
政
治
活
動
の
た
め
の
資
金
と
は

区
別
し
、
全
額
を
被
災
自
治
体
へ
の

義
援
金
に
充
て
て
い
く
も
の
で
す
。

詳
し
く
は
、
宇
都
宮
市
議
員
団
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

救
援
物
資
の
緊
急
支
援
を

党
福
岡
県
委
員
会
へ
送
っ
て
く

だ
さ
い

ニ
ュ
ー
ス
等
で
も
報
道
さ
れ
て
い

る
通
り
、
被
災
地
で
は
必
要
な
物
資

が
必
要
な
と
こ
ろ
に
届
か
ず
避
難
生

活
が
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
福
岡
県
委
員
会
は
、

１
８
日
、
お
に
ぎ
り
１
５
０
０
個
、

飲
料
水
、
お
む
つ
、
ミ
ル
ク
な
ど
を

車
２
台
に
詰
め
込
み
被
災
地
に
届
け

ま
し
た
。
い
ま
福
岡
で
は
、
救
援
物

資
を
確
保
す
る
こ
と
に
も
制
約
が
あ

り
、
全
国
に
以
下
の
救
援
物
資
を
送
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
物
資
は
、
現
地
党
組
織
で
、

責
任
を
持
っ
て
特
別
便
を
仕
立
て
、

直
ち
に
被
災
地
に
届
け
ま
す
。
つ
い

て
は
直
接
、
党
福
岡
県
委
員
会
へ
送
っ

て
く
だ
さ
い
。

救援募金を呼びかける荒川・福田市議

（19日早朝 JR宇都宮駅前）

【必要な物資】
缶詰、乾パン、レトルト食品な

ど日持ちのする食品、飲料水など

【送り先】
日本共産党福岡県委員会

救援物資係

〒812-0018

福岡県福岡市博多区住吉

５の６の１４

電話 092(411)5131

安保法制(戦争法)廃止！・９条守れ！
宇都宮から平和の声を 【 宇都宮市民の会】

リレートークをする女性の皆さん スピーチをする福田くみ子議員と代表の石田弁護士・共産党・民進党・社民党・緑の党の各市議の皆さん

１
９
日
を
忘
れ
な
い

宣
伝
行
動

協
同
の
輪
を
大
き
く
広
げ
よ
う

安保法制（戦争法）廃止！9条守れ！

宇都宮市民の会設立総会に
ご参加を

開催日 ：2016年４月29日（金・祝）
時 間 ：①記念講演 14時から

（受付13時30分～）

：②設立総会 15時30分から
場 所 ：市総合コミュニティセンター

（宇都宮市明保野町7-1 ℡028-636-4071）

入場無料。どなた様でもご参加いただけます。

記念講演

清水奈名子氏
宇都宮大学国際学部准教授

安保法制について、国際情勢から見た問題点、また、

国際関係の専門家の立場から日本の安全保障に及ぼ

す影響等についてご講演いただきます。



宇
都
宮
原
水
協
は
、
４
月
１
０
日
、

市
内
で
総
会
を
開
き
、
新
年
度
の
方
針

と
役
員
体
制
を
決
め
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
第
一
部
と
し
て
、
平
和

大
行
進
を
記
録
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
一
歩
で
も
二
歩
で
も
」
を
上

映
。２

０
１
６
年
度
の
活
動
方
針
で
は
、

「
国
民
平
和
大
行
進
」
に
つ
い
て
、

「
今
年
も
北
か
ら
南
へ
歩
き
通
す
こ
と
、

１
人
で
も
多
く
の
市
民
の
参
加
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
、
実
行
委
員
会
参
加
団

体
を
増
や
し
、
幅
広
い
団
体
が
行
進
に

参
加
す
る
こ
と
」
を
め
ざ

す
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
月
の
６
・
９

行
動
な
ど
創
意
あ
る
日
常

の
活
動
を
強
め
る
こ
と
や
、

被
爆
者
と
の
連
帯
・
援
護

活
動
を
あ
げ
、
宇
都
宮
市

に
対
し
、
「
原
爆
パ
ネ
ル
・

戦
争
と
人
間
」
の
購
入
・

展
示
・
活
用
を
求
め
て
い

く
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
原
発
ゼ
ロ
を

め
ざ
す
活
動
、
戦
争
法
廃

止
を
求
め
る
活
動
を
共
同

し
て
取
り
組
む
と
し
て
い

ま
す
。

新
役
員
に
は
、
会
長
、
小
牧
一
哉
氏
、

副
会
長
、
荒
川
恒
男
氏
、
須
藤
律
子
さ

ん
、
事
務
局
長
、
田
部
明
男
氏
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

日本共産党宇都宮市議員団
定 例 無 料

雇用問題・多重債務・生活保護・年金・国保・住宅

道路・交通安全・その他なんでも・・・

◇日 時 5月14日（土）午後２時～４時
◇会 場 宇都宮市コミュニティセンター 第2創作室

◇連絡先 日 中 TEL632-2622（党市議員団控室）
土・日・夜間 TEL634-8722（党市委員会）

相談ご希望の方はできる限り事前にご連絡をお願いします。

秘密厳守します。弁護士が協力します。
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核
兵
器
廃
絶
へ

県
都
の
世
論
と
運
動

大
き
く
広
げ
よ
う

参院選勝利へ

日本共産党雀宮北支部と雀宮地域後援会が「集い」を開く

日
本
共
産
党
雀
宮
北
支
部
と
雀
宮
地
域
後

援
会
の
共
催
で
「
日
本
の
前
途
と
く
ら
し
に

つ
い
て
語
り
合
う
集
い
」
が
１
０
日
に
開
か

れ
、
３
０
名
の
地
域
の
皆
さ
ん
が
出
席
し
ま

し
た
。

こ
の
「
集
い
」
で
は
、
須
藤
博
弁
護
士
が

「
戦
争
法
の
廃
止
に
向
け
て
」
と
題
し
て
講

演
。須

藤
博
弁
護
士
は
「
戦
争
法
制
と
は
何
か
」

に
つ
い
て
、
法
案
提
出
前
に
特
に
論
戦
の
的

に
な
っ
た
「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
」

の
問
題
、
戦
争
法
制
定
に
至
る
経
緯
、
戦
争

法
の
可
決
後
の
国
民
運
動
の
状
況
、
特
に

「
戦
争
法
廃
止
と
立
憲
主
義
の
回
復
を
求
め

る
栃
木
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
結
成
、
設

立
後
の
動
き
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解
明

し
ま
し
た
。

こ
の
集
会
に
は
、
小
池
一
徳
党
県
書
記
長

（
参
院
選
比
例
代
表
予
定
候
補
）
、
野
村
せ

つ
子
県
議
・
荒
川
つ
ね
お
市
議
も
出
席
、
参

院
選
に
向
け
て
の
決
意
や
日
本
共
産
党

の
躍
進
の
意
義
、
国
政
や
県
・
市
政
に

つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

集
会
参
加
者
か
ら
は
「
北
朝
鮮
の
動
き
が

心
配
、
日
本
共
産
党
の
考
え
は
？
」
と
の
質

問
。
小
池
参
院
比
例
代
表
予
定
候
補
は
、
日

本
共
産
党
の
戦
争
法
へ
の
「
平
和
的
対
案
」

＝
「
北
東
ア
ジ
ア
平
和
協
力
構
想
」
に
つ
い

て
説
明
。
「
日
本
共
産
党
は
、
ど
ん
な
問
題

も
外
交
解
決
に
徹
す
る
。
そ
の
た
め
に
憲
法

９
条
の
精
神
に
立
っ
た
平
和
の
外
交
戦
略
を

日
本
が
確
立
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
答
え
ま

し
た
。

こ
の
集
会
を
取
り
組
ん
だ
雀
宮
北
支
部
長

の
株
本
俊
夫
さ
ん
は
、
「
こ
れ
か
ら
も
地
域

で
い
ろ
い
ろ
な
集
い
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
党

に
な
じ
み
の
な
か
っ
た
人
に
も
、
党
の
本
当

の
姿
と
政
策
を
知
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

講演する須藤博弁護士

日本共産党の政策を紹介する

小池一徳参院選比例代表予定候補

野村せつ子県議

平
和
憲
法
と
共
に

生
ま
れ
育
っ
た
世
代

と
し
て
戦
争
法
廃
止

の
た
め
参
院
選
勝
利

に
全
力
を
あ
げ
た
い
！

荒川つねお市議

予
算
議
会
の
と
り
く

み
を
報
告
。

参
院
選
勝
利
へ
尽

力
す
る
決
意
を
の
べ

ま
し
た
。

原
水
爆
禁
止
宇
都
宮
市
協
議
会
が
総
会

６・９行動で署名活動をする

宇都宮原水協のみなさん


